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１ 

★本日は，私達大阪がん患者団体協議会をご紹介する機会を与えていただき，ありがとうございます。 

この１年間の活動をご紹介し，この協議会に加盟する団体の知名度をあげていくことが大切だと思いま

して，今回皆さまに私たちの活動を報告させていただく機会を頂戴いたしました。 

★発表者は栄田と渡邉です。 

      

まず渡邉から発表させていただきます。 

２ 
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★加盟団体は各団体独自の立場や考え方に基づいて活動していますが，がん患者・家族・遺族の支援活

動をするという共通の目的を持っています。 

★実際には，医療・行政に対する要望や、がん患者同士の助け合い（ピアサポート）の普及など多くの

課題があります。 

★そこで，当協議会は結束して， 

（１）がん患者・家族・遺族のさらなるＱＯＬの向上 

（２）大阪府からの依頼を受け、委員を推薦して，大阪府とともにがん医療の向上を目指すこと 

を目標としています。 

★第２期がん対策推進計画では「がんになっても安心して暮らせる社会の構築」を掲げています。 

大阪府では，具体的には①患者・家族との意見交換 ②就労支援 ③がん対策基金などをテーマに掲げ

ています。 

私達の協議会でも，これに対応してゆくことにしています。 

 

３ 

★私達の協議会への加盟団体は，この３月現在で１９団体です。 

ここにリストを一覧しましたが，加盟団体には，いわゆる患者会・患者サロンと呼ばれるタイプの団体

と，それ以外の患者支援団体と呼ばれる団体があります。 

おおよそ患者会タイプが６割，患者支援タイプが４割です。 

★このリストでは，活動場所が決まっている場合は，カッコ内に記載しました。いわゆる院内患者会や

院内サロンです。 

★このリストからお分かりになりますように，私達の協議会は患者会と患者支援団体が集まった連合体

です。それぞれが自分の持ち味を生かして，独自の活動をしていますが，全体でまとまることで，大き

なパワーとなっています。そのことを順次ご報告いたします。 
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４ 

★まず公開市民講座を開催している団体をご紹介します。 

 「ぎんなん」は大阪市立大学附属病院内で活動している患者会です。広くがん患者が知りたいような

テーマを掲げて，公開講座を開いています。 

★がん拠点病院が医療に関するテーマを取り上げるのとは違って，患者目線でのテーマを取り上げてい

ることが特徴です。 

★大阪肝臓友の会では，肝臓病の公開講座を開催しました。この団体は肝炎肝がんを対象とする患者会

ですので，特定の人達に焦点を当てた公開講座を開いています。 

また共催になりますが，肝がんに関する治療についての公開講座も開催しています。 

★当協議会も大阪大学大学院医学系研究科の人達と組んで「放射線のはなし」を共催しています。ここ

では記載しておりませんが，後援という形で支援するケースもありました。 

★ここに掲載以外に，各種セミナー，大学との交流会などもありますが，省略いたしました。 

★次に，患者会へのニーズを把握することは，今後の患者会活動を発展するために重要な情報です。 

近畿地区では，こうした調査が行われたことがありませんでしたので，成人病センターの相談支援セン

ターと，口腔・咽頭がん患者会が共同で，成人病センターの外来患者を対象にアンケート調査を実施し

ました。非常に多くのデータが得られましたが，後程ごく一部を紹介します。 

 

５ 

次に，がん基金の活用についてですが 

★大阪府はがん基金を使って，患者支援事業を行っています。平成２７年度は，協議会の加盟団体から

も３団体が応募しました。 
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★上の２つは，検診受診の啓発活動です。 

★下は肝炎肝がん関連の患者支援活動です。３つの地区で患者会を開催しています。 

 

今後は，がん基金を幅広い活動に活用して行きたいと考えております。 

★がん基金の活用については，従来経費の５０％までしか助成されなかったものを，２７年度からは１

００％助成ということも可能になり、利用しやすい環境となりました。 

ただ応募するとき「申請期間が短いこと」や「申請書類が多い」など，使い勝手の悪さがありますので，

今後の改善を期待しているところです。 

 

★加盟団体の中には，独自に研修会を開いているところもあります。 

吹田ホスピス市民塾は，吹田市役所のがん情報コーナーでの活動に役立てるために，ピアサポータ研修

を実施しました。延べ５４名の参加がありました。 

 

★啓発活動はリーフレット配布やセミナー等ばかりでなく，屋外で行うケースもあります。 

たとえば，写真のように，あけぼの大阪は，「母の日キャンペーン」と称して，他のイベントと一緒に

野外啓発活動を行いました。 

 

６ 

 続きまして栄田が発表致します。 

このように各がん患者団体は、院内外、大小ある中で頑張っています。しかし課題もあります。 

 そこで今後の課題と目標について，触れておきたいと思います。 
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まず、がん相談支援センターとの連携の重要性があげられます。 

★拠点病院のがん相談支援センターとの日常的な連携援助を求めていく必要性を感じています。 

★２月の患者支援検討部会で，がん診療連携協議会相談支援センター部会が行ったアンケート調査 「が

ん患者団体との連携の現状」の報告がありました。 

お手元に参考資料として添付しましたので，ご参考にしていただきたいと思います。 

 その結果， 

  （１）連携の必要性を実感する人は，院内患者会に対しては８４％，院外患者会に対しては９４％

でした。 

  （２）相談員が思い付く団体数は，６７％の人が１～３団体しか思い付かないという回答でした。 

  （３）連携の阻害要因 としては， 

     ①院内スタッフの理解や関心 

     ②連携に関する時間を割けない 

    が挙げられました。 

 とても重要な問題点と課題が報告されました。 

 今月私達協議会の勉強会に，相談支援センター部会の代表の方に来ていただき，この報告をしていた

だきました。出席者からも強い関心が寄せられ，問題意識を共有できたのではないかと思っています。 

 これからの課題として，病院と患者会が取り組むべきテーマだと思います。 

 

次に＜がん患者会の周知と認知の必要性＞です。 

★また２月の患者支援検討部会ではもう１件，成人病センターと口腔・咽頭がん患者会が共同して行っ

たアンケート「がん患者会へのニーズ調査」が報告されました。 

成人病センターの外来患者約９００人から回答を得たものですが，その結果、患者会の存在を知ってい

た人はたった 24％で、75％の人が知らなかったという実態が明らかになりました。 
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結果的に患者会への入会希望率は２４％と低調でした。 

この報告書も参考資料（※会場配布）に付けましたので，ご参照ください。 

★このことからも，まず患者団体の知名度を上げていくことが大切なことが分かりました。 

★今回，皆さまに私たちの活動を報告させていただく機会を頂戴いたのも，こうした現状をご理解いた

だくためです。 

★また，府の「療養情報冊子」にがん患者団体名を掲載していただきました。PR の機会が広がります。 

 

７ 

★次に「目標」の件ですが，第２期の全体目標は「がんになっても安心して暮らせる社会の構築」です。

この目標に向かうには２つのルートがあり，両方が必要だと考えています。 

★１つは，「救える命を救う」という考え方からのアプローチで，従来の医療の枠組みです。もう１つ

は，「救われた命を助ける」という考え方からのアプローチで，患者会の枠組みを使ったアプローチで

す。 

★患者が安心して暮らせるようにするには，「医療者が患者を診る」という医療の仕組みだけでは不十

分で，「患者同士がピアサポートし合うことで，患者自らの力で立ち直って行く」という患者会の仕組

みが必要です。（注）患者会はＳＨＧ（Self Help Group，自助グループ)の１つです。 

★このような道筋で全体目標に向かうには，患者サイドにも「患者会の普及と質の向上」という課題が

あることを認識しております。 

★いずれにしましても，このような２つのアプローチで，医療と患者会が連携して行くことこそ目標へ

の近道だと信じています。 

医療関係者の皆様のご理解とご支援をお願いする所以です。 
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８ 

★最後に，病院と患者会の連携イメージを描いてみました。 

将来的には，病院と患者会の両者で患者の「心のケア」が出来るようになれば理想的だと思います。 

悩みをもっている患者が病院と患者会という２つの枠組みの中で，「心のケア」を受けられるというこ

とは，将来のあるべき姿の１つだと考えています。 

★患者は，病院の相談支援センターから相談支援を受けることが出来ます。 

★その一方で，医師・看護師・相談支援センターなどの医療者からも患者会・サロンの情報を受け取れ

るような仕組みが出来れば，それらの情報が患者に確実に届くようになります。 

★患者会では，同病のがん患者と接することで，仲間からピアサポートを受けることができます。その

ことが患者の精神的回復に効果があることはよく知られています。 

患者会にも，特定疾患患者の患者会や特定のがん腫に限らない患者会や院内サロンなど，色々なタイプ

のものがあります。 

★そこで，患者会団体がネットワークで結ばれるようにすることが大切だと考えています。 

★このように「医療」と「患者団体」の協力関係で、「がんになっても安心して暮らせる社会」をめざ

していけたらと思っています。 

 

 本日は協議会加盟団体の活動をご紹介すると同時に，今後についての私達の思いに触れさせていただきま

した。 

 ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 


